
祝 辞 

 

本日、めでたく武蔵大学をご卒業の皆さん、武蔵大学大学院研究科を修了の皆さん、ご卒業ま

ことにおめでとうございます。また、今日までお子様の成長を温かく見守って来られた保護者の方々

にも心よりお祝いを申しあげます。 

 

「世の中に最も大切なるものは人と人との交わり、付き合いなり。是、即ち一つの学問なり」、これ

は慶應義塾の創始者である福澤諭吉の言葉です。互いに刺激し合い、辛い時には励ましあい、助

けあった友人との交わり、卒業に至るまできめ細かいご指導をしてくださった先生との出会い、そし

て皆さんが情熱を傾けて過ごした運動部・文化部のクラブ活動では先輩や後輩との熱い交わりが

ありました。これらは全て皆さんにとって大切な宝物になる事でしょう。 

 

卒業式は通常、英語で「Graduation Ceremony」と言いますが、米国の大学では卒業式を

「Commencement ceremony」と言うことが多いようです。Commencement とは、本来「開始」

を意味する言葉ですが、この言葉を敢えて使うことで、卒業式は新しい人生の始まりを祝う式であ

ることを強調しているのだと思います。 

 

超高齢化時代の今、我が国の平均寿命は男性で 81 歳、女性で 87 歳に達しています。 100

歳を越す百寿者の数は 10 万人近くになっており、西暦 2000 年以降に生まれた皆さん達の世代

の平均寿命は 100 歳を超えるとも予測されています。皆さんは、まさに「人生 100 年時代」を生き

て行く事になるのです。 

皆さんの新たな旅立ちには、これから数多の新しい出会いがある事を意味しています。自己を

新たに発見し、自分の潜在能力に改めて気付き、それを発揮する機会を数多く持てるという事なの

です。皆さんの自己発見の旅、自分の潜在能力を余す所なく引き出して行く旅はこれから半世紀以

上も続くことになります。時には失敗し、苦境に陥る事があるかもしれません。その時は慌てずにじっ

くりと何度でもやり直して行くのに十分な時間が持てるのです。長い人生では、多くの曲がり角にも

遭遇することでしょう。必ずしも近道や最短距離を歩む必要はありません。回り道や遠回りを恐れる

必要はないのです。 

 

皆さんが武蔵大学に入学した 2022 年はまだ新型コロナ感染症パンデミックの最中であり、大

学生活は大きな制約を受けた事と思います。2023 年 5 月に漸く 5 類感染症に指定され、多くの

対面授業が再開されたとはいえ、Zoom によるオンライン授業や友人や教員との SNS を介した交

わりも日常的になりました。  

 

SNS を介する情報発信の拡がりは目を見張るものがあります。SNS を介して国の政策を発信し

たり、選挙では候補者からの情報発信も当たり前になってきています。しかし、このようなインターネ



ットによる情報伝達社会には大きな課題がある事も認識しなければなりません。 

 

アメリカの学術雑誌「サイエンス」に MIT の研究者が非常に興味深い論文を報告しています。

「ネット上での真実と虚偽のニュースの拡散、The spread of true and false news online」と

いう論文です。2006 年から 2017 年に X、ツイッター、で 300 万人によってツイートされた 12 万

件余りの多様な内容のニュースについての調査です。信頼性の高いニュースと明らかに虚偽と判

断されたニュースでは、フェイクニュースの方が 70%もツイートされる可能性が高く、しかも６倍も早

く、より広く伝わるという結果が得られました。ソーシャルメディアで得られた情報は鵜呑みにするの

ではなく、情報の見極めと発信内容に注意することが重要と著者らは述べています。 

 

武蔵の建学の三理想の一つである「自ら調べ、自ら考える力を養う」事がこの情報化社会にお

いても強く求められているのです。皆さんには是非とも「critical thinking」を磨いて行って欲しい

と願っています。 

 

情報化社会においては、日々作られる多種多様なビッグデータをどのように探索、分析して行く

のか？そこからどのような結論を導き出して社会に役立てるのか？アプリケーションを創造・操作で

きる能力を持つ人材が求められています。これからの長い人生です。学びの時間は大学生活で終

わりを告げるわけではありません。皆さんには社会人になってからも論理的思考力を磨き、AI や情

報科学の方法を賢く使い、社会に貢献してほしいと願っています。 

 

結びになります。今日から皆さんは武蔵大学同窓会の一員です。着実に発展し続ける武蔵大学

を愛し、時には大学キャンパスを訪れ、後輩たちを激励して下さると嬉しいですね。武蔵大学で学ん

だ知識や技能、多様な経験を通じて得た知力、人間力を基盤として、皆さんが洋々たる前途を切り

開いて行かれることを心から祈っています。 

 

本日は、ご卒業、誠におめでとうございます。 
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